
 

 

  

福津市傾聴ボランティアほほえみ会員誌 

う さ ぎ の 耳 
            聴くことは社会貢献の第一歩 ！ 

 

81号（2023年 11月 1日） 

                           福津市社会福祉協議会内 

 

◇ 社協、福津市、包括支援センター等からのお知らせ 

 

◇ 会からの連絡事項 
（1）傾聴カフェ、10 月は 11 名参加でした。11 月 3 日休日のため、11 月 10 日（金）にします。12

月は 1 日、1 月は、5 日にします。 

 

（2）スケジュール表は、案を基準に確定し、それを基に施設への通知を 27 日に FAX します。追

加などは、26 日までにほほえみ Line にお願いします。 

 

（3）忘年会を 11 月定例会日（20 日）に行います。17 時から福間駅日蒔野口「竹乃屋」。定例会

を兼ねます（らくらくルームではしません）。会費 4,500 円内補助 1,000 円。参加希望者は、

17 日までに、ほほえみ Line にお願いします。  

 

◇  10月定例会の話題  

（1） 見学者和泉さんが出席されました。 
 

（2）三愛の傾聴活動を、11 月から開始します。火曜日、金曜日、１３：３０～１時間。2 名まで

です。 
 

（3） 定例会出席者は、スケジュール表に活動日を記入して下さい。出席者で記入がない場合は、

翌月の活動はないものとして、事務効率化のため個別調整はしません。 

 

（4）在宅傾聴の依頼が 2 件預かっています。 

 

◇  こんな活動をしました  
① 手術後退院し、デイサービスに通院しているとのこと。話す機会が少なかった模様で入院生活

のことなどを積極的に話してくれた。 

② 2 人の方と均等に話しするように努力した。昭和中期の頃の歌手などについて話した。 

③ 80 歳前後の方 2 人と話した。食事等の共通話題について話した。 

④ 言葉がよく聞き取れなかったが身振り手振りで対応した。 

⑤ 良く話しをされる方で、兄弟、お子さん、お孫さんの話を思い出されながら話された。 

⑥ 今日が初めての入所体験だが、皆さんの親切に気分が良いとのことでした。 

⑦ リハビリ、生活スタイル、家族との付き合い方など勉強になりました。 

⑧ 家に帰りたがる人と歌などでお世話して時間を保ちました。 

⑨ 102 歳になる方で、キャリウーマンとして算盤を使って活躍したお話でした。 

⑩ 宗像の方とそこでの生活についてお話を伺いました。 

⑪ 100 歳が目標だという 80 歳代の人と話しました。豊富な人生経験があり参考になりました。 

⑫ 皆とパズルをしながら談笑した。塗り絵の説明もされた。 

⑬ 結婚した後の土地での生活や子供の頃の遊びの等を話された。 

⑭ 塗り絵を楽しんで居られましたが、希望の色鉛筆がないので不満の様子でした。 



 

 

⑮ 好奇心の強い方で、色々の質問を受けました。別の方とはパズルをしながら一緒に考えると、

笑顔になることが多く話題が尽きませんでした。 

⑯ 板前をやっていた方が面白い話しをされ、専ら聞き役に徹しました。 

⑰ 医師をやっていた方とお話しし、その方の立派な写真アルバムを見せて貰いました。 

 

 

 

◇ 会員の広場 

   

     

 

 

 

スクラムの輪に入りたい秋の空     善  教 

 

      商談で人の心はまだ読めず       のぶくに 

 

      煙まくロシア平和の鐘はまだ       や す こ 

   

       ありがとうの一言を抱き発芽する     わ  子 

   

      ふるさとは 幼い私に会える町       あおぞら 

   
 

 

 

   飛び梅の芽がそれぞれに出そろいて大寒の日々春を忘れず や ま 
 


